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要 旨
富山大学留学生セ ンターでは,留 学生への日本語学習支援の一環 として 「TISC日本語学習支援サイ ト
RAICHO」を開設 した。留学生センターで開講 している日本語コース及び日本語教育に関する各種活動を補完す
ることを目指し,「日本語自己学習」「授業サポー ト」「日本語相談 (小論文の書き方コース)」「日本語ボランティ
ア」「開発教材」「情報提供」の6つのコンテンツを作成 した。サイ トそのものを日本語学習支援体制の中に組み込
み, 日本語のコースや授業,個人指導等の活動を総合的にサポー トしようとするのは新しい試みと思われる。本稿
は,RAICHOサイ トの内容,特徴及びその効果について,大学における日本語学習支援体制との関係から報告す
るものである。
【キーワード】日本語学習支援体制,留学生,Webサイト,インターネット
1 日本語学習支援サイ ト開設の背景
1.1 富山大学における日本語学習支援体制
富山大学には2003年12月現在,280人の外国人留学生が在籍している。留学生センター日本語教育部
門では,彼らのために3つの日本語コース,すなわち,大学院入学前予備教育である 「日本語研修コー
ス」(日韓共同理工系学部留学生プログラムの予備教育生も日本語研修コースの日本語科目を受講して
いる),全学の外国人学生及び外国人研究者を対象とした 「日本語課外補講」,学部正規留学生のための
教養教育科目である 「日本語」「日本事情」を提供 している。2003年度については,全学の留学生の半
数近くが上記の日本語コースのいずれかを利用しているё留学生に対する日本語学習支援の一番の柱は
この日本語コースの開講であり,留学生センター日本語教育部門の主要業務でもある。しかしながら,
日本語コースの開講だけで,留学生への日本語学習支援が十分に行えるわけではない。
では,留学生センターでは, 日本語コースの開講以外にどのような日本語学習支援ができるのだろう
か。これを考えるためには,まず留学生センターで提供する日本語教育を大きい1つの教育システムと
捉え,留学生のニーズ,教育方略,使用メディア等の要素を組み合わせながら,総合的なデザインをす
る必要がある。ISD(Instructional System Design)と呼ばれる方法論である (赤堀2002など)が,
ここではサイ ト開設の背景として,留学生センターにおける日本語教育に必要とされる種々の要素や各
要素間の関連などを俯腋してみることにする。
1.1.1 留学生のニーズ
これまで日本語コースで普通に行われてきたのは,基本的に複数の学生を対象とした教室での一斉授
業である。一斉授業においては必ずクラス内に個人差が生じる。個人差が生じることは日本語教育に限
ることではないが,学生の母語,母文化,専門,年齢等が様々であるため, 日本人学生を対象としたク
ラスよりも個人差の生じる度合いが高く,加えて,個人差の格差が広がる可能性が大きい。また, 日本
語コースには,全学部の留学生を対象としたクラスが大半を占めるDため,様々な専門,身分の学生が
おり,大学での学習 ・研究活動,あるいは大学生活において必要な日本語の習得を目指している点では
一致しているが,専門あるいは身分ごとにニーズも異なる。さらに,専門によっては,学生自身は日本
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語の必要性を強く感じていても,実験や専F]の授業等で時間的余裕がなく日本語コースを受講したくて
もできないという留学生もいる。大学において留学生に必要と想定される日本語と各留学生によるニー
ズの違いをまとめたのが表1である。
表1を見ると,留学生にとって必要な日本語が極めて多様で,また各留学生によって三ニズが異なる
ことが明らかになる。この多様なニーズに,一斉授業だけで応えようとするのは不可能である。
昨今では学習者の多様化に従い,学習の主役は教師ではなく,学習を経験している学習者であり,学
習者が潜在的に持っている学習能力や可能性を引き出すべきだという学習者中心の言語教育観が主流と
なってきた (岡崎他2001など)。また,学習は授業という活動の中にだけ起こるものではないと捉える
学習観も取り入れられるようになり (西日2001),IT機器の発達やIT環境の整備などによって学習メディ
アにも大きい変化が現れてきている (井上1999など)。日本語の教育システムを検討する場合, これら
のような日本語教育をめぐる新しい要素を既存の教育の枠組みに加えて, システム全体の根本的な見直
しをはかる必要がある。
以上により,富山大学留学生センター日本語教育部門では,学習者の多様化に応えるため日本語教育
システムの再検討を行った結果,2003年春より,授業期間中の毎週水曜日の昼休み時間を利用して,専
任教員が自本語に関する各種相談を受ける 「日本語相談」という活動を開始し,加えて,富山大学の外
国人留学生を対象とした 「日本語学習支援サイトRAICHO」を開設するという改善を行うに至った。
この改善プロセスを示したのが図1である。
1.1.2 新たな日本語学習支援体制の構築
図1で示した改善プロセスにより,2003年度現在,富山大学留学生センタTの日本語学習支援体制は
図2のような体制となっている。留学生センターで開講している日本語コースを柱として,2003年より
表 1 留学生にとって必要な日本語と各留学生のニーズの違い
①一般基礎日本語 :
基本的な文法知識と,聴解,読解,会話,
作文の各能力
日本語学習者全員
に共通して必要
大学に入るまでの学習環境が様々であ
るため,留学生によって習得状況が異
なる部分がある。
②日本での生活に必要な日本語 :
周囲の人との日常会話,買い物,病院,住
居などに関する日本語,諸手続き,公共料
金の支払いなどに関する日本語
日本で生活する場
合に必要
家族の有無,住環境の違い,アルバイ
トの内容,宗教の種類等によって異な
る部分がある。
③大学生活に必要な日本語 :
履修手続き,単位,成績,奨学金等の申請
に関する日本語 日本の大学で留学
生活を送る場合に
必要
留学生の身分,所属によって異なる部
分がある。
④大学での研究 ・学習に必要な日本語 :
講義を聴 く,専門書等を読む, レポー ト・
答案 ・論文を書 く,研究会等で口頭発表す
るときなどに必要となる日本語
留学生の専門によって異なる部分があ
る。
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TISCの日本語コース
:
学生のレベルの多様化
l
学習メディアの多様化
_1 多様化  ‐ _
響l厠 岬饉
日本語教育観の変化
図 1 富山大学留学生センター (TISC)日本語教育の教育方略の改善のプロセス
新しく始めた 「日本語相談」と 「日本語学習支援サイ トRAICHO」の他に,従来から行っている教材
開発,そして,「日本語相談」の活動のサポー トを主たる目的として募集した日本人学生による 「日本
語ボランティア」があり,相互に関連を持ちながら大きい1つの教育システムを形作っている。「日本
語ボランティア」は 「日本語相談」での教員のサポー トの他に,留学生の 「会話パー トナー」としても
活動を行っている。
2003年より始めた 「日本語相談」「RAICHOサイ ト」「日本語ボランティア」, これらにより, 日本語
コースにおける一斉授業で扱いづらい部分を複数の手段で補足できる体制となった。より良い体制作り
には1つの手段だけではなく,複数の手段を準備する必要があるとはよく言われることであるが,富山
大学留学生センターでの支援体制も複数の方略を準備することにより,多様化している留学生のニーズ
に応えることが可能となったのである。
本稿では, これらの支援体制のうち,「日本語学習支援サイ トRAICHO」に焦点を当て,サイ トの運
営がどのような形で大学における日本語学習支援体制の充実に関わるか,そしてどのような効果がある
かについて報告する。
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日本語相談
日本語に関する質問に個別に対応
卜般基礎日本調 :日本語の個人指導,
学習方法についてアドバイス
1大学で必要な日本調 :レポー トや論文
の添削と書き方の指導,専門語等の漢字
の読みの説明,教員との接し方等のアド
バイス
生活で必要な日本語 :手紙の書き方の
指導,請求書等の書類の内容の説明
授業 で扱 えな
い部分の補い
・ コースの内容に即
した教材の開発
・授業で扱 えない部
分の補い
。授業に参加できな
い学生のサポー ト
テキス トのオンライン化
自律学習用コンテンツの作成
丁ISC RAIGHOサイ ト運 営
日本語学習のための独 自サイ ト
自律学習用コンテンツ :日本語学習
のための練習 ドリル及び解説
授業等のサポー ト:日本語コース等
の内容の補足,課題の提供
情報提鯛 :日本語学習のためのテキ
ス トやサイ トの紹介,「日本語相談」
「日本語ボランティアJの活動スケ
ジュール等の紹介
教材開発
留学生のための独自教材の作成
留学生のための日本語コンピュータ :
留学生のコンピュータリテラシー習得
を目的として開発したテキスト
留学生のためのコンピュータ用語集 :
日本語のコンピュータ用語の英訳と中
国語訳を調べることができる用語集
リズムで学ぶ白本語発音あいうえお :
日本語の発音練習のためのテキスト
漢字教材用データベース :漢字の学習
支援のためのデータベース2)
日本語ボランティア
日本人学生による
留学生への日本語支援活動
日本語相談 :日本語相談で教員をサポ
ー トする
会話パー トナー :希望する留学生の会
話パー トナーとなる
※教員は,・in2学生と日本人学生の橋渡し
をする。あるいは,日本人学生に日本語
の指導法等をアドバイスする。
一斉授業で扱 えな
い部分の補い
コースや授業内容
のサポー ト
授業に参加できな
い学生のサポー ト
。一斉授業では
扱えない部分の
補い
。コースに参加
できない学生の
サポー ト
図2 富山大学留学生センターの日本語学習支援体制
日本語相談で
のサポー ト
活動のサポー ト
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2 独自サイ ト開設の意味
「日本語学習支援サイトRAICHO」を紹介する前に, コンピュータを日本語学習に利用する意義,
そして独自サイトを開設するに至った理由について述べることにしたい6
2.1 日本語学習におけるコンピュータの有効性
コンピュータ利用教育の利点と欠点については,池田(2003),井上編(1999),清水編(1993),鄭(2003)
などの先行研究で既に指摘されているが,本稿では富山大学の留学生が置かれている状況と特に関係す
る点を見ていきたい。
まず, コンピュータ利用教育を一斉授業による学習と比較した場合の利点としては,好きな時間に好
きな場所で学習できることと,学生が各自のニーズに合わせて学習内容を選択でき, 自分のペースで学
習を進めていけることが挙げられる。次に,印刷された教材と比較した場合の利点としては,コンピュー
タは正誤判定等の即時フィー ドバックが可能であること,文字と音声と映像 (動画)を同時に扱えるこ
と,書籍やビデオでの映像は初めから終わりへと一定方向に流れていく直線的構造であるが,コンピュー
タはリンクにより利用者の興味がある箇所へのアクセスが容易にできる,つまり,利用者の興味に応じ
て流れの向きを変えたり,複数の流れの中から自分に合った流れを選んだりできる複線的構造にあるこ
と, これらの特性を利用してゲTム性を有した教材を作りやすいことがあり,また,ランダムアクセス
ができ繰り返 し練習が可能であることから,学生の学習への動機付けにつながりやすいことも大きな特
長と言える。
さらに,Webを利用した学習になると,坂野他(2003)も述べているように,新しくソフトをインス トー
ルしなくもコンピュータがインターネットにつながってさえいれば利用することができるので, このこ
とにより,次のような利点がプラスされる。まず,インターネットにつながるコンピュータであればど
のコンピュータでも使うことができるので,時間的空間的な制約からさらに自由になる。次に,Web
教材は更新が容易にできるため最新の情報が得られる。そして,新しいソフトを購入しなくていいため
費用面での負担も少なくなる。また,OSのバージョンなどの影響もあまり受けることがない。
逆に,コンピュニタ利用学習の欠点としては,コンピュータ及びインターネットが利用可能な環境が
必要であること,学生がコンピュータスキルを習得する必要があること,学生が自発的に学習を行う必
要があること,語学学習において重要となる生のコミュニケーション練習等が難しいことなどが挙げら
れる。
最初に挙げたコンピュータ環境に関する問題`点は,富山大学では総合情報基盤センターを初めとして,
図書館や各学部,研究室等で学生が自由に使うことができるコンピュータが数多く設置されており,管
理上, ソフトのインス トー ルは自由にできないことが多いが,インターネットヘの接続はできるように
なっている。次の学生のコンピュァタスキルについては,2.2で詳 しく述べるが,現在,富山大学の留
学生の大半は,ホームページを開覧するスキルを有している。残りの問題については, コンピュータだ
けで全ての教育を行う完全な遠隔教育の体制では, これらを解消するためにコンピュータの専門家の協
力を得ながら,高度なシステムを用いた教材を開発することが必要となるが,RAICHOサイ トはあく
まで日本語ヨースを基盤とした日本語学習支援体制の一部を担うものであり, これらコンピュータ利用
教育における弱点については,授業等で扱うことができる。また,学生の自発性の喚起については,種々
の手段でのPRだけでなく授業内や個人指導の中で具体的に指示等を行うことにより,実現 している。
よって,いずれの問題も富山大学に在籍する留学生を対象とする場合には重大な問題とはならない。
以上から, コンピュータは一斉授業等で扱えない部分を補う目的で利用するには大変適したツールで
あると言える。
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2.2 留学生のコンピュータスキル
サイトを日本語学習に利用する場合,留学生のコンピュータスキルが問題となるL富山大学留学生セ
ンターでは,各日本語コース内で留学生のコンピュータリテラシーを養成するために,「コンピュータ」
や 「コンピュータによる作文」といった授業科目を設けたり,通常の日本語及び日本事情に関する一部
の授業の中でも必要に応じてコンピュータを利用した授業を行っている。富山大学に留学生センターが
設置された1999年から2003年まで5年近く,筆者らは留学生に直接コンピュータを指導する中で,留学
生のコンピュータスキルがわずか数年の間に格段に向上したことを実感している。1999年～2000年にか
けてはコンピュータを全く使用したことがないという留学生がいたが,2001年以降はコンピュータの使
用経験が全くない学生は見られなくなった助。2003年度に教養教育 「日本事情 I」で受講者 (学部 1年
生と日本語 。日本文化研修留学生)に行ったコンピュータ使用歴調査では,回答者32人全員がインター
ネットでのホームページ閲覧やメールの送受信,そしてワープロソフトの使用ができると答えている。
さらに, 日本語未習で来日する学生が多くいる日本語研修コースや日本語課外補講では日本語入力の経
験がない学生の占める割合も高くなるが, 日本語能力試験1級レベルの学生が大半を占める 「日本事情
I」では, 日本語入力の経験が全くないという学生も1人だけであった。日本語入力や日本語環境での
複雑な操作, 日本語での情報検索や情報発信のための教育は今後も必要であるが,必要となる教育内容
は5年前と明らかに変わってきている。これには,留学生の母国でのコンピュータの普及,そして,地
球規模でインターネット環境が加速度的に整備されていること,また, コンピュータ自体の性能もよく
なり, ソフトもより使いやすいものへと改善されていることが理由として考えられる。
このように,インターネットでの学習にも十分対応できるぐらいに留学生のコンピュータスキルは向
上しており,今後もさらに向上していくことが予想される。
2.3 独自サイ トの必要性
地球規模でのインターネット環境の加速度的な整備に伴い,インターネット上の情報は益々充実して
きている。日本語学習用のコンテンツも増えているので,学生は自分にあった教材を選べるようになっ
てきた。情報の増加は,それだけ利用者の選択の幅が増えるということにつながるが,逆に,情報量が
多くなればなるほど, 自分に必要な, しかも信頼できる正しい情報を見つけ出すのが困難になるという
マイナス面もある。インターネット上の膨大な情報は,よく 「情報の洪水」とたとえられる (井上編
1999など)が,その膨大な情報の中から自分がほしい情報を入手するには,技術や時間を要する。日本
語母語者であっても,インターネット上でキーヮード検索をして, 目指す情報が掲載されたページを探
すのは容易ではなく,留学生にとってはかなり大きな負担となる。
そこで,筆者らは,富山大学の留学生が日本語学習をするときに必要となる情報のみを提供する独自
サイト「TISC日本語学習支援サイトRAICHO」を開設し,留学年の日本語学習を支援することにした。
ターゲットを富山大学の留学生に限定することにより掲載する情報を絞り込め,その結果,学生は必要
な情報を楽に探すことができるようになる。
また,RAICHOサイト開設の目的は,富山大学留学生センターの日本語学習支援体制の強化にある
ため,富山大学での教育内容に即したコンテンツが必要であり,既存のサイトだけでは対応できないこ
とも独自サイトを開設した理由として挙げられる。日本語学習用には画像,音声,動画,辞書ツールな
どを利用した非常にすぐれたコンテンツが既にいくつか開発されている。が,ある教育機関における日
本語学習に関する活動全体を総合的に支援する目的で,サイトを運営するというのは新しい試みで,か
つ,この点がRAICHOサイトの最も大きな特徴であると言える。
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3 RA!CHOサイ ト
RAICHOサイトのURLはhttp://www.isc.toyama―u.a jp/～raicho/で,富山大学留学生センターの
サーバ上に設置 してある。富山大学留学生センターのホームページ (http://www.isc.toyama―
u.ac.jp/)からもリンクしてある。
3.l RAiCHOサイ トのコンテンツ
RAICHOサイトは,「日本語自己学習」「TISC授業サポート」「日本語相談」「TISC日本語ボランティ
ア」「TISC開発教材」「情報提供」の6つのコンテンツから成り立っている。図3はRAICHOサイトの
トップページである。以下,3。1では,RAICHOサイトの各コンテンツを詳細に紹介する。
ひらがな、カタカナ、漢字や文法が学べます。
Vou can studソHiragana′Katakana,Kanii and 6rammars
授業担当者からの連絡など、TISCで開設している授業のサボートベージです。
Japanese lesson suppOrtiinformation fronn the lecturer,and 50 0n
TISC『日本語相談」のベージです。
TISC Japlanese Langu‐dg  Consultation Hour
日本語ボランティアのためのベージです。
Pages for TISC l・lihon9o Volunteers
TlSCで開発した教材のHTML版.PDF版のベージです。
Textbooks developed by TiSC(as HTttL/PDF Format)
日本語学習者、日本語数師のための便利な情報です。
Useful info「m‐dtion foFlearners and teacher3 0f」apanese
図3 RAICHOサイ トトップページ
3.1.1 日本語自己学習
このコン´テンツはコース開始前の導入教育,及びコース開始後の補習教育のために作成したものであ
る。具体的には,文字や語彙,文法に関する解説とクイズから成り立っている。2003年12月現在提供し
ているのは,ひらがな ・カタカナのクイズ,『Basic Kanji Book』Vol.1と2に基づく漢字クイズ励,初
級前半レベルの助詞を扱ったクイズ,テ形クイズである°。問題は実際の出題数よりも多 く用意されて
いて,毎回ランダムに出題されるようになっているので,繰り返し利用することが可能である。このラ
ンダムに出題され,かつ繰り返 し利用できるという要素は,鄭(2003)も述べているように, コンピュニ
タによるマルチメディア教材が語学学習に有効であることの要素の1つとなるものである。
3.1.2 丁lSC授業サポー ト
このコンテンツは,富山大学留学生センターで開講しているいくつかの授業のサポー トをするために
作成したものである。現在のところ,大学院入学前の予備教育である日本語研修コースのコンピュータ
授業,全学の留学生を対象とした日本語課外補講の中上級向け聴解の授業,それから,学部留学生の教
養科目である日本語A, 日本語B, 日本事情 Iの各科目についてページを作成している。各ページの機
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図4 日本語自己学習 トップページとコンテンツの一部
能は,それぞれの科目により多少異なるが,授業スケジュールの提示や変更の案内,授業内容の補足,
課題の提示,そして関連情報や資料の提供などである。科目によっては,授業中にサイ トにアクセスし,
該当のぺTジをそのまま使用して学生が活動を行うものもある。また,授業で用いるファイルをダウン
ロー ドできるようにしてあるページもある。
3.1.3 日本語相談 (小論文の書き方コース)
1.1.2で取り上げた 「日本語相談」ともRAICHOサイ トは関連がある。「日本語相談」は,授業期間中
の水曜日昼休みに,学生が日本語教育部門の専任教員にアポイントなしで日本語に関する相談ができる
というサポー トである。手紙の書き方,書類の内容確認, レポートの添削, 日本語学習の方法のア ドバ
イスなど, 日本語に関する様々な質問を受けている。この 「日本語相談」の中で,大学院受験を控えた
留学生から 「小論文の書き方を効果的に学びたい」 という要望があったので, これに応えるため,
RAICHOサイ ト内に 「小論文の書き方コース」を設け,学生への課題をWeb上で提供することにした。
これは,大学院受験を目指す留学生は学部に所属しており,学部での授業や研究活動で多忙なため,頻
繁に留学生センターに来ることができないということが大きな理由である。
日本語相談で 「小論文の書き方コース」に登録すると,RAICHOサイ トに掲載されている課題を見
るためのパスワー ドを得ることができる。学生は時間があるときにWeb上の課題を見て,その課題を
仕上げておき,翌週の 「日本語相談」のときに担当教員から添削 ・アドバイスをしてもらうという流れ
になっている。
課題は 「経済」「社会」「科学」「文化」「教育」の5分野について,難易度は3レベル,全部で18題,
用意してある。小論文の書き方についての一般的な注意事項を最初に記し,課題ごとにも作文するとき
の注意点を記してある。課題の大半が新聞記事,論説文,過去の入学試験問題等をそのまま引用したも
のなので,著作権のことを考慮し,パスワー ドでアクセス制限をかけている。
3.1.4 丁:SC日本語ボランティア
1.1.2で述べた 「日本語相談」の時間には, 日本語教育に関心を持っている日本人学生にも日本語ボ
ランティアとして参加 してもらっている。そのボランティアの学生に対するサポー トを行うのが,
TISC日本語ボランティアのペニジである。具体的には,活動内容の説明,留学生と接する際の心得,
活動スケジュールが掲載してある。
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Webの利点の 1つとして,情報が双方向にやり取 りできるということが挙げられるが,現在は教員
側から学生へと一方向の情報提供がなされているだけなので, これを双方向にやりとりができ, 日本人
学生に対して効果的なフィー ドバックなどが行える体制にしていきたいと考えている。
3.1.5 丁:SC開発教材
このコンテンツは,富山大学留学生センターで開発 した教材をWeb化して提供したり,PDFファイ
ル形式で提供することを目的としている。現在,『留学生のためのコンピュータ用語集』のWeb版が公
開されているつ。富山大学留学生センタ=独自開発教材 (テキスト)としては,『留学生のためのコンピュー
タ用語集』の他に,『留学生のための日本語コンピュータ』『リズムで学ぶ日本語発音あいうえお』があ
るが, これらについても,順次,Web版またはPDF版として提供 していく計画である。テキス ト版は
基本的に授業内での使用を中心としているが,その内容をWeb版,PDF版で提供することにより,教
室外での利用が可能となり,研究等で忙しく留学生センターの日本語コースに参加できない学生も, こ
れらの開発教材を利用できることになる。
¬「種SC富山大学flg学圭センター
日本語学響支援サイトI議辮韓憐LttFttl喝撫押ぽtttte
RAttC器0             _ぉ
*
図5『留学生のためのコンピュータ用語集』Web版トップページ
311.6 情報提供
このコンテンツには, 日本語学習者にとって有用と思われる情報を掲載している。まず,富山大学で
学んでいる留学生のために,留学生センターで開講している日本語の授業で使用しているテキス トにつ
いて,そのテキスト名と表紙の写真を提示している。また,留学生向けの日本語の辞書についても同様
の情報と簡単な特徴の説明を掲載している。さらに,便利なリンク集として,留学生が日頭発表やレポT
卜作成の際に参考にできそうな,国や文化を扱ったサイ ト及び新聞やニュースの情報を得るためのサイ
ト,サイトの漢字に自動的に=りゝがなをつけてくれる子供向けのサイ ト,漢字の書き順が動画で見られ
るサイ ト,検索サイ トなどの情報も紹介している。その他, 日本語コースを担当している教員や日本語
ボランティアとして活動している日本人学生のための情報も載せている。
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◆留学生のための辞書紹介
図6 情報提供のコンテンツの下部
3.2 サイ ト開発の際の留意点
一般に,Webサイ トを構築する際には, コンテンツのみならず,その表示方法やデザインなど,多
くのことを検討 しなければならないが,RAICHOサイ トも開発にあたって様々な点を考慮 している。
ここでは,サイ トの開発にあたって重視した点について触れておきたい。
まず, このRAICHOサイ ト開設の大きな目的の 1つは,富山大学で学んでいる留学生の日本語学習
を支援することにある。そこで, コンテンツとしては,留学生センターで開講している日本語授業の予
習や復習,あるいは授業中の補助として使える内容を提供し,授業と有機的に連動させることを心がけ
た。特に 「日本語自己学習」や 「TISC授業サポー ト」の内容がこれに当たり,「情報提供」のコンテン
ツでも留学生センターで開講している日本語のコースの使用テキス トが提示してある。
また,技術的な面では,学生が常に最新のインターネット環境でこのサイ トにアクセスできるとは限
らないため,転送量の負担を小さくし,画面も小さめのサイズにしてある。さらに,「日本語自己学習」
のコンテンツにあるひらがなクイズ,カタカナクイズは,まだ日本語入力に習熟していない学生に配慮
し,マウスクリックだけで処理ができ,キーボー ドからの入力の必要がない処理方法を採用している。
3.3 サイ ト利用による効果
RAICHOサイ トを用いることによって,教員,学生双方にとって,様々な利点があった。まず,頻
繁に留学生センターを訪れることができない忙しい学生にとっては, 自宅や研究室などからサイ トにア
クセスすれば,課題や指示を見ることができ,また,教員にとっても,課題や指示の内容をサイ トにアッ
プロー ドさえしておけばいいので,授業の運営がしやすくなったといぅことが挙げられる。さらに,電
子ファイルを学生に受け渡す必要がある場合でも,サイ トからダウンロー ドすればいいので,電子媒体
を介する必要がなくなり,受け渡 しが容易になった。ファイルが開けないというような問題も,電子媒
体による受け渡しと比べると起こりにくくなっている。
また,他の教員が出した課題の確認等も,サイ トにアクセスするだけで可能になり,連携がしやすく
なったということも特筆すべきであろう。この他,過去の教材も, 自動的に蓄積されていくので,学生
が復習したり,教員が授業内容を確認する際に役立っている。
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4 RA:CHOサイ トの役割 と今後の課題
3.3でも見たように,RAICHOサイ トの利用によって,様々な効果があったと言えるが,サイ ト全体
として,あるいは個々のコンテンツそれぞれに,改善すべき点や今後検討 していかなければならない点
が残されている。4。1で,まずRAICHOサイ トが留学生センターの日本語学習支援体制の中で担う役割
について見た上で,4.2でRAICHOサイ トの今後の課題について述べる。
4.l RAICHOサイ トの担う役割
1.1.1で述べたように, 日本の大学で学ぶ留学生は,基礎的な日本語力だけでなく, 日常生活で必要
な日本語力,大学生活を送る上で必要な日本語力,大学での研究 ・学習活動を進める上で必要となる日
本語力というように,様々な種類の日本語力を必要としているが,具体的に必要とされる内容について
は,専門や身分等によって違いが出てくる。さらに,母語,母文化,年齢等の多様性によって個人差が
生じやすいことも既に述べた通りである。こうした多様性をもった留学生に対して,教室での一斉授業
による日本語教育のみで対応していくことには限界がある。一斉授業では扱いきれない残された部分を
補う手立てとしてはいくつかの方法が考えられ,既に富山大学留学生センターでも日本語相談や日本語
ボランティアによるサポー トなどの活動を通 して学習支援を進めているが,それらと並んで大きな役割
を担うのがこのRAICHOサイ トである。
例えば,自己学習のための教材をオンラインで提供することで,留学生は余裕があるときに個々のペー
スに合わせて学習を進めることができ, 自律学習の促進にうながっていく。鄭(2003)も述べているよう
に,マルチメディア教材は自律学習用が望ましく, しかもそれ自体で完結するものではなく,教科課程
の本教材 (つまり,教室での学習)と連動した,宿題や自習,練習のための補助教材としての自律学習
教材のほぅがょり学習効果が高い。この意味でもRAICHOサイ トは一斉授業で扱いきれない部分をう
まく補完するものとして位置付けられるだろう。そして, この自己学習コンテンツを利用することによ
り,富山大学の学生となるまでの学習環境の違いによって生じた習得状況の差や,クラス内で生じた個
人差などもある程度解消でき,個人指導や日本語相談等によるサポー トと合わせて活用することで,よ
リー 層の効果が期待できる。
その他のコンテンツについても,通常の教室での一斉授業や個人指導, 日本語相談と組み合わせるこ
とにより,留学生が必要とする様々な種類の日本語の習得に効果をもたらすと考えられる。今後開発を
進めるコンテンツも含め,RAICHOサイ トが1.1.1の表 で示した留学生が必要とする種々の日本語を,
どのようにサポー トしていくかをまとめたものが図7である。
4.2 RA:CHOサイ トの今後の課題
まず,図 7を見てもわかるように,現在は未提供となっているコンテンツが多く,今後, コンテンツ
を充実させていくことが課題であると言える。既に提供を開始しているコンテンツについては実際に学
生にも使わせているが,質的にも量的にもまだ十分なものが提供されているとは言えない状態である。
例えば,「日本語自已学習」のコンテンツでは,文字や文法に関する多肢選択式あるいは解答入力式の
クイズを提供 している。 この部分は, いわゆるCAI(Computer Assisted lnstruction)もしくは
CALL(Computer Assisted Language Learning)に相当するものであり, このようにコンピュータ
を教育に活用 した場合のメリットの 1つとして,2.1でも述べたように, フィー ドバックが即時的に行
えることが挙げられる (池田2003など)。フィー ドバックにより与えられる情報について,池田(2003)
は,テス トとしての利用以外は学習者の学習を援助するものでなければならないため,単に学習者が正
しいか間違っているかを提示するだけでなく,学習者が間違った場合には, どうして間違いなのか, ど
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*は未提供の内容
既に提供 している内容の役割
――――――――:> 未提供の内容の役割
図7 RAICHOサイ トの果たす役割
こが間違っているのかに加え,正しい解答を入力するために必要な情報を提示したほうがいいと述べて
いる助。「日本語自己学習」で提供しているクイズでは,解答の正誤についての情報は得られるが, どう
して間違いなのか, どうすれば正しい答えにたどり着けるかなどの情報は得られない。また,内容的に
もひらがな,カタカナ,漢字に関するクイズ,テ形クイズ,助詞クイズのみが提供されているだけで,
量的にも不十分と言わざるを得ない。したがって,質 ・量ともに十分なコンテンツが提供できるように
していかなければならない。
次に,コンテンツを多言語で提供するという課題がある。基本的には富山大学で学ぶ留学生をターゲッ
トとしているので,学内で利用している限りは日本語環境での閲覧が可能であると考えられるが, 日本
語環境を実装していないコンピュータを国から持参した場合や,来日前の学生への導入教育などに関し
ては, 日本語でページを表示できないことも考えられるので,それを考慮しなければならない。これに
は技術面で文字コー ドのことなど複雑な問題が絡んでくるので,今後,留学生の主な出身国 ・地域での
コンピュータ環境を調査するなどして,十分に検討 していきたい。
3番目に,311.4でも触れたが,現在のところこのサイ トでは教員から留学生や日本人学生への一方
向の情報発信しかできていない。インターネットを利用する利点の 1つに情報が双方向にやりとりでき
るということがあるが,将来的には,留学生や日本人学生から教員へも情報を発信できるようにし,効
果的にフィー ドバックが行えるように,CGIプログラムを設置するなどの技術的な改良を検討している。
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4番目の課題として,教員向けにサイ ト利用のためのマニュアルを作成することが挙げられる。現在
は一部の教員がこのサイ トを利用しているにとどまっているが,授業担当者であれば,誰でも問題を作
成したり,学生に指示を出せるといったように, このサイ トを有効に利用できるようなマニュアルも作
りたいと考えている。ただし,データのサーバヘのアップデー トについては,セキュリティの問題もあ
り,授業担当者全員が作業を行えるようにするには問題があるので,それを解決できるような体制の整
備も必要である。
最後に,2.2で富山大学の留学生のほとんどはコンピュータの使用経験があると述べたが,使用経験
があってもコンピュータ (あるいはインタニネット)を利用することに消極的な学生も中にはいる9。
その背景には, コンピュータ自体が苦手であるとか,留学生特有の問題として普段自分が使用している
他言語環境では使えるが日本語環境では使えないといったように,いろいろな事情があると思われるが,
こうした学生をどのようにサポー トしていくか,そのサポー ト体制を整備することも合わせて考えてい
かなければならない。
教材の開発には,(1)初期設計,(2)設計実施,(3)試行,(4)実用化の4つの段階がある (清水編1993)
が,RAICHOサイ トはまだ試行の段階にあると言えるだろう。以上の課題に取り組みながら,利用者
による評価をアンケー トなどの形で実施したり,アクセス解析を実施して利用状況を分析するなどして,
見直しと改善を進めていきたい。
注だ
(1)教養教育 「日本語A」については学部別にクラスを開講 している。
(2)詳細については,加藤他(2004)を参照されたい。
(3)深澤他(2003)に,学部1年の留学生を対象とした 「日本事情 I」で行ったコンピュータ使用歴調査の結果 (2000
年～2002年)を掲載してある。
に)「 4コマ漫画日本語教材 (http://www.akocradleotitech.ac.jp/Rise/top.htm)」,「日本語読解学習支援システ
ム :リー ディングチュウ太 (http://1anguage.tiu.ac.ip/)」,「初級日本語げんき (http://www.genki―online.
com/index.html)」などがある。いずれも,RAICHOサイ トの 「情報提供」のページにおいても紹介してい
る。
(5)漢字クイズの作成には,漢字教材用データベース作成プロジェクトの協力を得た (加藤他2004)。
(6)いずれも 「Web問題作成ツール」というサイ ト (http://wwW.iwai―h.ed.jp/～irie/javascript/webquiz/)を利
用して作成している。
(7)公開中の 『留学生のためのコンピュータ用語集 Web版』は,冊子版をhtml化しただけのものであり,用語
の検索機能などは付加されていない。将来的には,検索機能を付加して,より効率的に用語を調べられるよう
にする計画である。
池田(2003)はフィー ドバックによる情報を次の3種類に分類 している。
1)KOR(Knowledge of Response):学習者に学習者の解答が正 しいか間違っているかを知らせるもの
2)KCR(Knowledge of Correct Response):学習者に学習者の解答が正しいことを知らせるもの
3)付随的フィー ドバック (Contingent feedback):KORやKCRになぜその解答が正 しいか,なぜその解
答が間違っているかについての情報をプラスしたもの
このように,様々な理由でコンピュータに対して消極的な態度をとる現象は 「コンピュータ不安」と呼ばれる
もので, コンピュータに対する過度の緊張感や自信のなさから,その利用を回避する傾向がみられる (井上編
1999)。
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